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117の項目で能登町の歴史や文化を幅

広く知ることができる充実した内容 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図説 能登町の歴史と文化 内容一覧 

環 境 1能登町の里海と里山 

原始古代 2町内の縄文遺跡 3縄文真脇ムラの世界 4稲作と古墳造営の広がり 5能登立国と町野駅 

6古代の村と須恵器生産 7遺跡から見る塩作り 8薬師と不動への祈り 

中 世 9能登国大田文と荘園・公領 10町野荘の領主と荘内の寺社 11若山荘木郎郷と松波氏・満福寺 

12大屋荘山田村と地頭長氏 13木郎郷の珠洲焼生産 14懸仏と神仏習合の世界 

15大峰山の蔵王権現 16 人々の祈りと「石」 17松波城と枯山水庭園 18村と街道を守る要害 

19冷泉為広の旅と内浦湾岸 20北河内・小木の絵像本尊 21温井氏と鵜川の天満宮 

22諸橋郷の給人と長衆 23木郎郷の寺社と信仰 24三宅小三郎と崎山城 25 波並の鰤網 

26町野川と中世の災害 27畠山義親と松波落城 28能登町の古社と文化財 

近 世 29前田利家の奥能登鎮圧と棚木城合戦 30能登町の扶持百姓 31炭焼きと山方の村々                            

32天正期の検地と年貢皆済 33奥郡の蔵入地と稲葉左近 34「慶喜 2年」の私年号 

35土方領と藩領の境塚 36改作法と村御印 37能登町の十村と十村組 38塩の生産と塩士 

39能登天領村と黒川村中谷家 40宇出津の源五騒動と松波の米騒動 41宇出津町の発展  

42村々の賑わい  43江戸時代の天変地異 44村の人々の暮らしと生活 45伊能忠敬の能登測量 

46村鑑帳が語る村の様子 47宇出津湊の海運業 48漁業 海に生きる  

49天保の飢饉と宇出津の大火 50新開と用水 51藩主斉泰の能登巡見 52合鹿椀と久田和紙  

53横綱阿武松緑之助 54 各派寺院と信仰 55紀行文に見る能登町 56地元文化人たちの足跡  

57旅を楽しむ人々 58俳諧を楽しむ人々 59絵馬奉納の隆盛と平安文龍 60疫病との戦いと記録  

61近世の神社と社家 

近現代 62能登町のルーツ 1町 12村の誕生 63原勤堂と民間教育 64名望家 多田六蔵の活躍 

65漁業の近代化と県水産試験場の設置 66久田船長の殉難 67宇出津港の賑わいと定期船 

68トンネルがつなぐ山と海 69虎松馬と竹内虎松 70政治家・実業家 桜井兵五郎 

71少年が見た鵜川の大火 72宇出津の米騒動 73大場飛行士 郷土の空を舞う 74とも旗祭り 

75日本百景九十九湾の自然 76「町技」と呼ばれたテニス 77銀行業の発展  

78鵜川村から鵜川町へ 79小学校の移り変わり 80戦地へ赴く 81満蒙開拓団  

81戦闘機「宇出津町民号」と銃後の人々 82新制中学の誕生 83宇出津綜合病院のあゆみ  

84小木町のゆくえ 85「松波町」と「内浦町」 86宣教師が見た風景 87政治家 益谷秀次  

88国鉄能登線の開通 89 バスにゆられて 90宇出津生まれの西谷啓治  

91生垣聞蔵と柳田農学校の軌跡 92宇出津水産学校から能登高校へ 93 3町 2村合併の「能都町」  

94国営パイロット事業 95伝説で地域おこし 猿鬼伝説 96伝説で地域おこし 恋路伝説  

97能登観光ブームの到来 100郷土が生んだ芸術家 102サケ・マス・イカに湧く小木  

103のとキリシマツツジの活用と保全 104鉢伏山と町野川の自然 105火の粉舞うあばれ祭り 

106植物と夜空の殿堂 107豊かな農・林・畜産業 108能登町の誕生  

109珠洲道路とのと里山空港 110町内の国指定文化財 111大洪水が襲う  

112令和 6年能登半島地震 

民俗 113漁師のまち「ごいた」 114日本遺産の灯籠神事 115四季の祭りと芸能  

116ユネスコ無形文化遺産への登録 117能登の発酵文化 

 

  

  

 

申 込 書 申込日   年  月  日 

申込者名 住所 ☎ 

申込冊数 受取方法    1.教育委員会事務局窓口   2.郵送（町外の方対象） 

※お支払いは、おつりの無いようにご配慮願います。 

※郵送の場合は、現金書留にて本体代金および送料をご送金いただいた後に、お送りいたします。 

 1冊の場合：本体 2,500円＋送料 430円 2冊の場合：本体 5,000円＋送料 600円 

 3冊の場合：本体 7,500円＋送料 600円 3冊以上：事前に能登町教育委員会事務局へご相談ください 
 

お問合せ TEL（0768）62-8537 FAX（0768）62-8538 能登町教育委員会事務局 


